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巻頭言

道民の福祉を追求する法人への移行を目指して

副会長 大井戸 麻衣

本会は、２００６年１２月に社団法人格を取得しま

したが、２００８年１２月に新公益法人制度が施行さ

れたのに伴い、２０１３年１１月末までに、一般社団

法人へ移行するか公益社団法人への移行認定を受ける

かを選択し、手続きを終了する必要があります。

  本会定款第４条（１）では、本会の行う事業とし

て、「社会福祉の援助を必要とする北海道民の生活と

権利の擁護に関する事業」と定められています。これ

まで本会は、ぱあとなあ北海道を中心とした成年後見

制度に関する相談活動や、福祉サービス等の活動を評

価する第三者評価の活動等、道民の暮らしに直接ない

し間接的な支援を行う活動を行ってきました。今まで

の活動を振り返り、本会の今後の性格の方向付けを考

えると、現在の社団法人の定款第４条（１）による「研

修活動を通じた会員や福祉関係者のスキルアップを図

ることで、その先にいる道民を間接的に支援する」と

いう視点は法人移行後も受け継ぎながら、今後は、そ

れに加えて調査研究、政策立案、ソーシャルアクショ

ン機能を充実させ、道民の暮らしの実態とニーズに即

したソーシャルワーク活動を推進できる団体になるこ

とを目指していきたいと考えております。

本会は、昨年度下半期より総務委員会を中心に、

監督庁である北海道、顧問税理士及び行政書士等から

アドバイスをいただきながら、一般社団法人と公益社

団法人、どちらへの法人移行を選択するか、検討作業

を進めてきました。現行の特例法人から公益社団法人

への移行における重要な条件の一つとして、全事業に

占める公益目的事業（不特定多数の利益の増進に寄与

すると認められる事業）の割合が５０％以上であるこ

とが求められますが、現在の本会の事業内容と事業実

施費用を基に比率を試算したところ、その割合が７

３％となり、公益社団法人への移行は可能という判断

に至りました。また、公益社団法人へ移行すると、本

会に寄付をする方は寄付控除を受けられる他に、現在

課税されている事業も公益目的事業及び共益事業とみ

なされ、法人税等が非課税となるという大きなメリッ

トがあります。

  以上のことを踏まえ、①社会的信用が高まり、道

民に信頼される職能団体であることを示すことができ

る、②税金や寄付金の取扱面で一般社団法人よりも優

位である等の理由により、７月に開催された理事会に

おいて、これまで会員の資質向上を図ることにより道

民の福祉の向上に努めてきた本会の趣旨を受け継ぎな

がら、「公益社団法人」への移行を目指すという方針

をまとめました。

今後、１１月２６日に開催予定の臨時総会において

公益社団法人への移行について承認をいただけた際に

は、会のあり方について継続的な協議をしていきなが

ら、来年５月の定期総会において、新法人の根幹とも

いえる定款（案）を提案する予定でおります。随時進

行状況を皆様にお示ししながら、２０１３年春の公益

認定申請を目指して行きたいと考えておりますので、

皆様のご理解とご協力を賜りたくお願い申し上げます。

山田町地域包括支援について

副会長 石﨑 剛

９月から、北海道社会福祉士会として、山田町地域包

括支援センター支援が本格始動しました。会員の皆さん

の協力を得てり３月末まで襷をつないでいきたいと思っ

ています。

この度の支援では中央共同募金会の赤い羽根「災害ボ

ランティア・NPO活動サポート募金」助成事業からの300

万の助成を活用し、活動費の助成を実施しています。襷

は７日間でつないでいきますので、１日8,000円×7日で

56,000円となります。まだまだ協力者を募集しておりま

す。協力いただける方は事務局までご連絡お願いいたし

ます。

８月に支援に入った会員の報告です。

**************************************************
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被災地派遣レポート

厚別区第2地域包括支援センター 高橋 美華

8月18日～8月23日まで、岩手県山田町に被災地派遣

へ行ってまいりました。

山田町はホタテやカキ養殖が盛んで自然豊かな町でした

が、今回の東日本大震災の津波により、死者728人、行

方不明者214人、全壊家屋2,789戸という大きな被害を

受けました。現在、町内には40数か所の仮設住宅団地が

あり、多くの方が仮設住宅での生活を続けています。

今回の派遣では、山田町役場の隣にある保健センター

に宿泊させていただきました。（現在はケビンハウスと

いうコテージに変わっています）山田町役場や保健セン

ターは、海が見える高台にあり津波の被害は少なく、役

場内にある山田町地域包括支援センターの職員さんも無

事でした。しかしながら、自宅が津波で流されていたり、

家族が行方不明になっていたりと多くの職員が被災され

ている状況です。

派遣中の活動は、主に仮設住宅の訪問を行いました。

町役場の保健師、看護師と派遣社会福祉士が2人1組で

ペアとなり、高齢者に限らず全戸訪問をし、台帳にある

基本情報の確認と体調や生活上の悩み事などお話を聞い

て回りました。

震災から5カ月が経過し、『仮設住宅に入居できて、

まずはほっとしました』と話す人もいれば、『落ち着い

た途端に体調を崩しました』という方も多くいました。

これまで通ってきた医療機関も、被害を受けて閉鎖して

いるところもあり、仮設の病院に通うのも交通の便が悪

く苦労している状況でした。

高齢者の独り暮らしでは、住み慣れた自宅とは違う環

境となったため、新しい電化製品の使用方法がわからず、

入浴や洗濯ができずにいる方や、近くに知人がいなく頼

れる人もいないと言った不安の声が多く聞かれていまし

た。

一人一人のお話を聞き、支援の必要はないのか、また

どのような制度を活用して支援していくのかなど訪問後

の打ち合わせで検討し、健康福祉課や包括支援センター

などの機関へ引き継ぎを行いました。

不安の声や支援を必要としている方がいる一方で、被

災者自ら近隣住民に声をかけてサークル活動を始めよう

としている方や『負けていられない』と町のゴミ拾いを

する住民ともお会いすることができました。サークル活

動については、仮設団地の集会場の活用方法を検討中で

あったため、まだ活動はできていませんでしたが、意欲

を持って前に進もうとする住民の姿に感動し、生きる強

さと自らが行動していく事の大切さを学びました。

現地での支援を振り返って、山田町の皆さんのために

できたことは少ないですが、今後も継続的な支援ができ

るよう協力をさせていただきたいと思っています。

（派遣に関して調整等して下さった事務局の皆様、あ

りがとうございました。）

**************************************************

日々の活動内容が変わっています。

本日現在（10月5日）現在支援に入っている奥田相談

役からの情報では、８時までに出勤し、現地の担当者（保

健師と地域包括支援センターケアマネ）からの指示で動

く。仮設住宅訪問

が一通り終わっ

た後なので、今は

活動の端境期と

いったところで

あり、役場ではこ

れからの社会福

祉士会の支援に

ついて検討している。そこで11日に日本社会福祉士会担

当理事と打合せすると聞いているとのこと。現在は「災

害時要支援者登録名簿に載っている方で、介護保険の利

用がなく、かつ仮設住宅にも入っていない方の訪問記録

を読み、スクリーニングし訪問して現状をヒヤリングす

る」という状況です。

今後も日々の内容が変化していくと考えられますので、

情報共有しながら支援を継続していきたいと考えていま

す。

研修報告

高齢者虐待対応現任者標準研修に参加して

豊平区第1地域包括支援センター

齋藤久子 氏

三日間をかけて虐待対応について学ぶことができ、と

ても有意義だったと感じています。

第一に、関係法令の内容を再確認し、虐待対応に必要

な視点や地域包括支援センターの役割について振り返る

ことができました。第二に、他市町村や、札幌市内の地

域包括支援センターの虐待対応の現状を知り、情報交換

の機会も得られまし

た。第三に、帳票の特

徴と活用方法につい

て、実践を通し学ぶこ

とができました。実際

に帳票を使用してみ

ると、事実関係の整理
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がとてもしやすいことが分かります。また、会議におい

て、短期的な目標を明確化することで、虐待がある状態

をどのように解消していくか、組織としてより責任を持

って行動することができると思います。今後は、所属す

るセンター全体での帳票活用と、責任主体である行政と

のさらなる協同を目標としたいと思っています。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

ひきこもり研修会

ライフステージとひきこもり支援の方策と課題

事務局長 田中 敦

8月6日土曜日、札幌市の「かでる２・７」を会場に

120名の受講者のもと、当会初のひきこもり研修会が開催

された。

竹中哲夫・日本福祉大学名誉教授の基調講演「ライフ

ステージとひきこもり支援の方策と課題」では、ひきこ

もりを４つのライフステージに分け、そのライフステー

ジに応じた支援のあり方を提示した。この中で、竹中教

授は、ひきこもり現象が家族問題、労働問題、教育問題

など様々な問題を内包し、社会との関係を取りにくい特

殊性もあり、他の社会問題とは異なる難しさがある。だ

からこそ、各ライフステージにおける支援を切れ目なく

続けていく必要がある。その中の一つとしてアウトリー

チ（訪問支援）が機能するのだが、これは、当事者を社

会へ導く手段ではなく、社会が当事者に歩み寄り『一緒

にやっていきましょう』と近づいていくイメージで進め

て行くべきだと述べた。

これに続く後半の「訪問支援のあり方と課題」のシン

ポジウムでは、本会の田中敦事務局長のコーディネート

のもと、絵手紙の緩やかな訪問サポートを続ける小樽不

登校ひきこもり家族交流会の鈴木祐子代表、ひきこもり

経験者の視点で共に成長するピア・サポーターとして取

り組むNPO法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワ

ークの吉川修司副理事長、そして、独自の起業理念で訪

問支援を専門で続けるＮＰＯ法人北海道若者育成機構

「みらい」五十嵐慎二郎理事長に加え、訪問支援のニー

ズがある一方で危険もあると警告し、「誰のための、何

のための支援なのか」

を問い続ける、はこだ

て若者サポートステ

ーション野村俊幸専

門相談員による様々

な訪問支援のかたち

を紹介、網羅すること

ができた。

シンポジウムのまとめとして竹中教授は、当事者の同

意を得た上でアセスメントを充分にした援助が必要、か

かわりを持つひきこもりの家族会では、「我が子だけで

なく100人の親が100人の子どもの面倒をみてほしい」

と提唱。お互いに支え合いながら親、子、支援者が共に

幸せになるための作業を行うことが大切だと締めくくっ

た。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

「生きづらさへの支援」～当事者の声を聴く～に参加して

江別市教育委員会学校教育支援室

スクールソーシャルワーカー

田村 千波 氏

この研修会では渡井さゆりさんの「元 子どもが語る社

会的養護施設での生活」と吉川真倫さんの「当事者とし

ての支援者～過去、現在そして未来のこと～」のお話を

お伺いしました。私はスクールソーシャルワーカーとし

て働き始めたばかりということもあり、これから関わら

せて頂くさまざまな当事者の方の気持ちに、少しでも寄

り添うために参加させて頂きました。

渡井さんのお話では、不登校になった原因の一つに不

規則な生活、普通の家庭とは違うという心理的な負担が

あること。子どもが保護を受けても、そもそも親の養育

能力などに問題があるにも関わらず、親への社会的ケア

はほとんどなく、家に戻るとまた不登校になるという。

まさに社会福祉の弱点を感じるところだが、同時に保護

も支援も単独のものであってはならず、連携の必要性を

再確認するお話だった。

２２歳でアスペルガー症候群の診断を受けた吉川さん

から、小学校の高学年には困っているというサインを出

していたにもかかわらず、なかなか理解してもらえず、

自分でも行動の特性を理解していないため、失敗や挫折

の繰り返しとなってしまったというお話を聴き、大きな

ショックを受けました。発達障害は以前より認知されて

いますが、いまだに学校では困った子として見られる場

合も少なくありません。これらの障害の特性をより早い

時期から理解し、適切な支援に結びつけることによって、

不登校、引きこもりなどの二次障害を少しでも減らせる

ような、予防的ソーシャルワークの有用性を改めて感じ

るものでした。貴重なお話し有難うございました。
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■ 地区支部活動報告

   ● 道央地区支部  

道央地区支部報告と予定をご案内します。

8月27日にぱあとなあ研修、9月3日に基礎研修と意

見交換会、9月10日に地域包括研修会を開催しています。

意見交換会では、参加いただいた会員より会の運営など

積極的なご質問を頂き、次年度以降の会務に役立てたい

と考えています。

基礎研修では23名の受講を頂きました。今回のかわら

版に現基礎研修と新生涯研修制度の説明がありますが、

基礎研修の受講をこれから希望される方も多いと考え、3

月までにもう一度札幌圏で基礎研修の開催を予定してい

ます。当地区以外の参加も可能です。次回以降ご案内い

たしますのでご確認ください。

予定として、11月19日にぱあとなあ

委員会の研修、10月～11月に地域包括

委員会による高齢者虐待対応SW研修を

予定しております。

最後に、来年の2月25日（土）に札幌市「きょうさい

サロン」にて秋山智久先生をお招きして講演会を開催い

たします。今後詳細をご案内いたしますが、皆様ご予定

を空けていただき、ご参加いただきますようお願いいた

します。                 （桝野）

   ● オホーツク地区支部

オホーツク地区支部では、８月に入りかわらばんを発行

し、地区支部会員の皆様に研修等の参加報告や研修案内

を行っています。これまでの活動内容として、８月２０

日に第二回権利擁護学習会を行いました。２７日には「東

日本大震災・被災地支援と社会福祉士～社会福祉士とし

て何が出来るのか」というテーマで、オホーツク・十勝・

釧根地区支部合同研修（社会福祉士のつどい）を行い、

全体で３０名の参加がありました。夜は参加者の交流会

があり、普段なかなか交流できない他地区支部会員と楽

しく交流できました。また、９月４日には「生きづらさ

を感じている子どもたちとともに私たちができること」

をテーマに社会福祉セミナーを行い、１８０名の参加が

ありました。

今後の活動として、１１月１２日に『権利擁護セミナ

ーin 紋別「なるほど！納得！」成年後見制度』をテーマ

に権利擁護セミナーを開催します。１２月１０日には会

員全体向けに第三回権利擁護学習会を行う予定となって

います。               （佐々木）

   

● 十勝地区支部

基礎研修inとかちに参加して ～報告～

  清水町保健福祉推進員  木下 菜々子 氏            

                    

平成23年8月6

日(土)に帯広市グ

リーンプラザにて

行われた基礎研修

に参加させて頂き

ました。研修では、

はじめに、清野光彦

氏による組織と活

動について、坪井一身氏による倫理綱領についての講義

があり、そして佐々木政人氏による倫理綱領の輪読が行

われました。一人ずつ声に出して倫理綱領を読んでいく

という機会を与えて頂いたことで、より一層認識の甘さ

に気づく点があり貴重な時間でありました。そして、研

修の最後にはグループディスカッションを行いました。

ここでは、社会福祉士の立場では良かれと思って進めた

いのに進められずにいることや、おかしいのではと疑問

に思っていること等、それぞれの悩みや疑問について話

し合い、倫理綱領のどの項目と関係しているのか？倫理

綱領の要請に応えるにはどうしたら良いのか？応えられ

ないのはどうしてか？について、皆で共有しました。

このグループワークは、ケーススタディを目的とする

ものではなく、できるだけ自分たちが感じる悩みと倫理

綱領の関わりに焦点をあてて考え、話し合うといったも

ので、様々な事業所で活躍されている方のお話を聞けた

ことがとても良かったです。その中であった、自分自身

だけで問題を抱えこんでしまったら重くなってしまう。

自分の担当ではあ

るが、一人でためこ

まず皆で(問題を)

抱えているんだと

いうことを意識し

て動く、といったお

話が心に響きまし

た。今回の研修を機

に改めて倫理綱領に基づいた専門性というものを学ばせ

て頂きました。

◎今後の活動予定

11月19日 社会福祉セミナー 帯広市グリーンプラザ

詳細は調整中。 講師は札医大の岩本ＳＷで準備中。

11月13日 権利擁護セミナー

詳細は調整中。
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    ● 釧根地区支部

去る８月27日か

ら28日にかけて、

(社)北海道社会福

祉士会のオホーツ

ク地区支部、十勝地

区支部及び釧根地

区支部による合同

研修が行われまし

た。

研修会は、「東日本大震災・被災地支援と社会福祉士

～社会福祉士として何が出来るのか」をテーマに、各地

区支部より報告していただきました。

はじめにオホーツク地区支部の佐藤琢也さんには、コ

ミュニティソーシャルワークの観点から、次に十勝地区

支部の佐々木政人さんには、医療ソーシャルワーカーの

視点から、そして釧根地区支部の浜尾勇貴さんには障害

者支援の観点から、それぞれご報告いただきました。最

後に、石崎剛副会長より講評とまとめをして頂きました。

今回の研修会では被災地の実状を知り、生活再建に向

けたソーシャルワークがますます必要になると実感しま

した。

日々の実践を振り返ったり、これからの活動に対して

意見を交わしたりなど、日付が変わるのも忘れて、大い

に語り合った研修会でした。これからも“ゆるやかな”

連携を図りながら道東の社会福祉の発展に寄与してきた

いと考えています。

◎今後の活動予定

11月5日（土） 社会福祉セミナー

12月 日時未定

地域生活定着支援センターの実践について  （吉村）

    ● 日胆地区支部

市民のための福祉・寺子屋事業（独自事業）

今回の寺子屋事業

は、８月２０日（土）、

室蘭市の日鋼記念

病院で開催。当日の

参加者は一般市民

や福祉関係者など

３０名。札幌保護観

察所で社会復帰調整官を務める澤下靖典氏は、対象者の

生活支援をベースに分かりやすい切り口で医療観察制度

の現状と課題に触れ、大変興味深い内容でした。本法は

「心神喪失又は心神耗弱の状態で重大な他害行為を行っ

た人」を対象に、国の責任において手厚い医療を行いな

がら社会復帰を促進することを目的に、６年前より施行

されています。社会復帰調整官は、保護観察所に処遇専

門スタッフとして配置され、対象者の地域生活再開に向

けての関係機関相互の連携や調整役を担います。現状の

課題として、入院施設数の不足、家族関係の修復や地域

住民の理解と協力の難しさ、退院後の受け皿の未整備等

が上げられますが、これまでに再犯に繋がった例は殆ど

ないとのことで、今後の本制度の定着を願いつつ報告に

かえさせていただきます。             

（村上）

    ● 道北地区支部  

◎ 活動報告

○ぱあとなあ道北の活動報告

平成23年8月2日（火）18時

30分より旭川市内有志団体で構成されている「旭川福祉

後見研究会」に提供する社会福祉士の立場からの意見・

要望について協議致しました。

事例提供とセンターに求める機能などについて様々な

意見が出され、8月10日（水）に瀬川代表、平川事務局

長より説明させていただきました。

◎今後の活動予定

○上川中部ブロック活動「ワーカーズ・サロン」

日時：10月20日（木）18:30（予定）

会場：旭川市市民活動交流センターＣｏＣｏＤｅ(ココ

デ) 旭川市宮前通東

内容：MSW協会北支部と合同のサロンを開催予定

○秋季セミナー・市民公開セミナー

日時：平成23年11月19日（土）午後より

会場：士別市勤労者センター

講師：調整中

備考：午前中に基礎研修及び

ぱあとなあ道北研修を開催予定

※いずれも、詳細につきましては 道北社会福祉士会

公式ウェブサイトをご覧下さい。

http://www.douhoku-csw.org/       （小笠原）

   ● 道南地区支部

８月の定例会は、東日本大震災から5カ月が経ち、 支

援活動を行っている方々より、貴重なお話を伺う学習会

を開催いたしました。

ひとつ目は、「函館における被災された方への支援活

動」をテーマに、函館の支援団体「函館・むすびば」副

代表 大野 友莉 氏よりお話をいただきました。
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「被災者の方々に少しでも安らぎの場を提供したい」

との想いから、早々に行政との協働を図り、ホテルへの

働きかけや、支援ボランティアの発掘、地域のイベント

への参加・協同等、地域において被災者を支援するとい

う前例のない状況でネットワークを創り出す取り組みは、

私達社会福祉士にとっても、学ぶところの多い内容でし

た。

次に、｢大槌町地域包括支援センターへの後方支援活

動｣をテーマに、函館市地域包括支援センターこん 三谷

真理 氏ら社会福祉士3人の方々からの実践報告でした。  

主に避難所から仮設住宅へ移り生活している高齢者等

を訪問する中で、報道だけでは見えてこない様々な「被

災者の想い」「生きづらさ」が存在し、長期的な支援継

続の必要性を考えさせられました。もっと時間をかけて

深めて話し合いたいと思う内容でした。

学習会後、今後の研修会等の協議を行っています。

◎今後の活動予定

11月12日（月）

ＳＳＷ(スクールソーシャルワーカー)研修

テーマ「地域と学校をつなぐ

～ SSWの実践から ～（仮）」             

場 所 函館市（会場未定）

（西元）

事務局からお知らせ

臨時総会を開催します！！
《日 時》11月 26日（土）15時 30分～17時（予定）

《会 場》かでる 2.7 ５２０号研修室

（札幌市中央区北 2条西 7丁目）

※法人移行に関する協議事項ですので

是非ご参加ください！！

（欠席の方は必ず書面表決のはがきを投函してください）

●11 月～12 月のスケジュール

      

11 月

社会福祉士全国統一試験模擬試験 3 札幌市社会福祉総合センター

社会福祉士実習指導者講習会 5・6 札幌市社会福祉総合センター

権利擁護実践研修会 12 かでる 2.7

第三者評価調査者養成研修① 19・20 札幌市社会福祉総合センター

第 11 回正副長会議 17 札幌市ボランティア研修センター

１２月

第三者評価調査者養成研修② 8 札幌市社会福祉総合センター

社会福祉士共通基盤研修② 17 札幌医学医術福祉専門学校 講堂

かわら版 29 号発行 中旬

第 12 回正副長会議 未定 事務局

― 会員の動向（9 月 30 日現在）―

○ 総会員数  1,622 名                                                                

（男性：834 名，女性：788 名）

○ 入会率    24.92%

○ 新入会員数(転入含) 96 名

(2011.4～2011.9)

○ 退会員数(転出含)  13 名

(2011.4～2011.9)

※入会申込書をご希望の方は当会までご連絡下さい

社団法人 北海道社会福祉士会

〒001-0010
札幌市北区北１０条西４丁目１番地ＳＣビル２階

TEL  011-717-6886（月～金）

FAX  011-717-6887
9:30 ~12:00/13:00~16:30

E mail  info@hokkaido-csw.org
URL  http://www.hokkaido-csw.org/

○求人について

当会ホームページ（会員専用ページ内）にて求人

の案内を定期的に行っております。

事業主の方は、ホームページ会員専用ページ内の

「求人票」書式にて必要事項を記載していただき、

その内容をメールで添付頂ければ掲載致します

○変更届について

現在当会では広報等をクロネコヤマトケール便に

て送付しております。転送されませんので、変更届

の提出をお願いたします。

※詳細は事務局までお問い合わせください。
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